
５月３１日から愛知県入りした平和行進は、６

月１１日までの１２日間に、県下３２コース、延べ

３５０㎞の行進に５７９８人が参加しました。

行進の行く先々での沿道では４１２，７５０円の

募金と「いま、核兵器の廃絶を」署名が３２０９筆

が寄せられました。

国会では有事関連法案が審議される真っ只

中であり、アメリカの未臨界核実験強行の直後

ということもあり、参加者の「２度と戦争は繰り返

してはいけない」「アメリカの無法な世界戦略と

核兵器使用政策は世界にとっての驚異。これを

支持し、支援する小泉政権は断じて許せない」

という思いがあふれる行進となり、数万規模の

県民にその思いを届ける行進として大きく成功

しました。

国民平和行進実行委員会と市民平和行進実

行委員会が「あいち平和行進」として名称とスロー

ガンを統一したとりくみは４年目となり、県下の

各コースでも共同が追求され、新たに小牧、豊

明の両コースで新たな共同が実現しました。

今回の行進では、初日の豊橋市にある桜丘

学園から学園内で灯されつづけている「原爆の

火」を分火してもらい、これを先頭にした行進を

１１日間つづけました。

愛労連は６月２２日、最低賃金の引き上げを求

める６８１分のハンガーストライキを名古屋市中

区の第２合同庁舎前で行いました。

愛知県の最低賃金は時間あたり６８１円で２年

間にわたって据え置かれたままです。愛労連

では今年も２月に最低賃金生活体験を多くの組

合員の参加で実施しましたが、最低賃金では１ヶ

月間フルタイムで働いても１２万円弱、これでは

生活できないことが体験から明らかになってい

ます。引き続き愛労連では、８月の最低賃金決

定に向けてとりくみを強めることにしています。
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6月19日、労働会館において、愛労連

女性協第１５回定期総会が開催されまし

た。３日前には通常国会が閉会したばか

りでしたが、悪法が次々と強行採決され、

国民にさらなる痛みを押しつけるもので

した。その怒りからか、総会への出席も

多く、発言も活発に行われました。

愛高教からは養護教諭部を新たに立ち

上げたこと。自治労連の平和のバスツアー。

全印総連の東海共同印刷よりパート部会

が１１月から連絡会の準備に取り掛かっ

ている様子。建交労は、憲法9条の鶴５千羽づく

りを提案。全国一般は全国女性交流集会を愛知

で開催するとりくみの報告。福保労の東海地方

本部は、若い人が多く執行部も頑張っているこ

となど、粘り強く活動する報告がたくさんされま

した。

また、総会では愛教労が4月に愛労連加盟を

決定し、5月の評議員会で承認されたことが報

告され、参加者の大きな喜びとなりました。

しかし、社会のさまざまな分野で女性の自立

が困難なままであることも事実です。男女機会

均等法を改正し、表面的には男女差別にみえ

なくても、事実上女性を差別するコース別雇用

や出産にともなう差別・不利益扱いなど、女性

の独立した人格を尊重しない実態。女性労働

者の過半数がパートや派遣労働に追いやられ

ている実態も今後のたたかいの重要な部分と

なっています。

教育基本法改悪の動きが強まる中、憲法と教

育基本法を生かす取り組みを強めようと愛高教、

名高教、愛教労、名古屋市学事労、教科書市民

の会、自由法曹団愛知支部などが共同して、５

月30日、ウィル愛知で大集会が開かれました。

主催者の目標を大きく上回る３００名が参加し、

教育基本法の改悪を許さない決意に満ちた集

会となりました。

講演では東大教授の小森陽一氏が「戦争をす

る国に仕立て上げるために『日の丸・君が代』を

強制させる。そして人事評価をして教員に、公

立学校教育を通して児童生徒に『国家のため

に戦争をすることが正しいことだ』という意識を

刷り込ませようとしている。それが東京都教委

の強圧的な例となった現れてきている」と話し

ました。参加者も「国家権力による教育の統制

であり、戦前にもどりつつあるという感がした」と

感想を語ります。

教育基本法が改悪されたならいっそうこうした

抑圧が横行することは目にあきらかです。教育

基本法の今日的な値打ち、それを守り生かした

教育を行う取り組みを学校で、父母地域住民と

ともに創り上げていく大切さを再認識しあい、ア

ピールを採択して教育基本法改定案を上程さ

せない決意を固め合いました。
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2002年2月9日、トヨタの工場

で作業中に倒れ、病院に運ば

れてからまもなく御主人を亡く

され、通夜や葬儀の席でも友

人・親族から“労災”という言葉

を聞かされていた内野博子さ

ん。亡くなったご主人が生前、

長時間の残業をしていたこと、

それに対し会社の姿勢があま

りにも遺族に冷たいことから、

労災申請をしなければと思い

至ったのでした。

労災申請後、豊田労働基準

監督署から、業務外認定の通

知があるまで5回の監督署交

渉を行いました。前半は、死亡

原因の真相を解明すること。時

間外労働を出勤から帰宅の時

間を手掛かりに行動記録資料

を作成したり、職場の上司、同

僚、会社の人事、組合などとの

話し合いや聞き取りから時間

外労働時間を算出するといっ

た事を中心に費やしました。後

半は、死亡原因についての事

実、時間外労働が認定基準を

上回っていた事を主張し、労

災認定を強く訴えました。

最後の監督署交渉を終えて

から4ヶ月が経って「業務外認

定」の通知が来ました。あれだ

け多くの資料とともに、時間外

労働と死亡原因についても対

象疾病に入ることで労災認定

基準をクリアできたと、良い結

果を期待していましたが、業務

外認定とは、残念と思うより悔

しさと怒りでいっぱいです。こ

れを受けて、弁護士と健康セ

ンターの人が、早速、弁護団を

結成し裁判で決着をつけようと

内野さんを励ましてくれました。

その後、弁護士事務所で話し

合いを行い、県の労働局へ審

査請求を提出しました。

現在、県労働局の労働者災

害補償保険審査官の姿勢を変

える為に署名活動に取り組ん

でいます。みなさんのご支援

をよろしくお願いします。

（内野さんの労災認定を支援

する会 事務局長 山下 仁）
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支援する会結成総会で

訴える内野博子さん
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２００４年７月

■９日（金）

全国一般丸一展装裁判

（１３：３０～名古屋地方裁判所６０１）

■１１日（日）

参議院選挙投票日

■１４日（水）

愛労連第２４回幹事会

（１８：００～労働会館本館第１会議室）

■１５日（木）

人勧座り込み行動

（９：００～第２合同庁舎前）

人勧昼休み決起集会

（１２：１５～名城東小公園）

■１６日（金）

年金改悪・大増税反対ネットワーク代表者会議

（１４：００～愛労連会議室）

■１８日（日）

坂下タクシー争議勝利報告集会

（１７：００～レストランオークラ）

■２３日（金）

NTTリストラ裁判

（１１：００～名古屋地方裁判所）

NTTリストラ裁判支援共闘会議総会

（１８：３０～愛知県勤労会館小ホール）

■２４日（土）

自治労連愛知県本部定期大会

（１０：００～サン笠寺サンホール）

■２５日（日）

愛労連第３１回定期大会

（１０：００～中村区役所講堂）

■２６日（月）

地方最低賃金目安発表

■２８日（水）

全労連第２１回定期大会

（１１：００～３０日 東京）

■３１日（土）

第１３回サマーセミナー

（～８月１日 石川・国民年金保養センターのと）

■７月３１日（土）

反核・平和２００４年愛知のつどい

（１３：００～名古屋市公会堂第７集会室）

２００４年８月

■１日（日）

JMIU愛知地本定期大会

（１０：００～労働会館本館２F会議室）

被爆５９周年原爆犠牲者を偲ぶつどい

（１３：００～名古屋市公会堂４階ホール）

■２日（月）

原水爆禁止２００４年世界大会・国際会議

（～４日 広島）

■４日（水）

愛労連第１回幹事会

（１８：００～労働会館本館第１会議室）

原水爆禁止２００４年世界大会・広島大会

（～６日 広島）

■５日（木）

人勧昼休み決起集会

（１２：１５～名城東小公園）

■８日（日）

原水爆禁止２００４年世界大会・長崎大会

（～９日 長崎）

■１１日（水）

国際交流あいち女性のつどい

（夜、名古屋市女性会館ホール）

■１３日（金）

愛労連事務局閉鎖

■１９日（木）

地労委民主化会議幹事会

（１４：００～愛労連会議室）
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